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　神戸発電所の石炭火力発電では、発電所の蒸気を活用
して周辺地域に熱や水素を供給することで、地域全体でエ
ネルギー利用の効率化を図っていきます。さらに、電力事
業部門とエンジニアリング事業部門が連携し、バイオマス
燃料（下水汚泥、食品残渣）の混焼、アンモニア混焼等の
CO2削減の取組みを強化し、世界最先端の都市型石炭火
力発電所を目指していきます。また、真岡発電所のガス火

力発電では、高効率GTCCによる低CO2発電の安定操業
を継続します。
　さらに、神戸発電所では、アンモニアの混焼率拡大を進
め、最終的には専焼へ挑戦していきます。また、真岡発電
所では、カーボンニュートラル都市ガスの最大活用を検討
しており、これらの施策により2050年のカーボンニュート
ラルへ挑戦し、達成を目指します。

　アンモニア混焼については、国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の助成事業で
開発中の技術起用等、実用化に向けた取組みを進めるた
め、国の施策及びNEDOを中心とする技術開発の動向を
フォローし、社内での詳細な検討を推進しています。

　また、2021年度に（株）神鋼環境ソリューションは、下水
汚泥燃料化事業を2件受注しており、同社と共同で下水汚
泥由来のバイオマス燃料の混焼及び抽気蒸気の利活用に
向けたプロジェクトを推進しています。

　当社グループ製品は様々な形でCO2削減に貢献してい
ます。当社グループ製品の使用により直接的にCO2削減
につながるケースだけでなく、当社グループの製品やソ
リューションを活用することで、お客様側でのCO2削減貢

献製品に寄与するものも多くあります。ここでは、そのよう
な製品やソリューションについてご紹介します。

　世界各国が自動車電動化の目標を打ち出しており、自動
車メーカーは電動化への取組みを加速しています。当社グ
ループでは以前から、燃費向上に寄与する軽量化素材・部
品の供給を通じてCO2排出削減貢献に取り組んできまし
た。これに加えて、今後ますます増加する電動車や燃料電
池車の特性向上に寄与する製品も多く有しています。
　2021年に、（一財）素形材センター主催の「第37回素形
材産業技術賞」において、当社グループの燃料電池セパ
レータ用チタン圧延材である「NC（Nano-Carbon 
composite coat）チタン」（以下、NCチタン）が、トヨタ
自動車（株）（以下、「トヨタ自動車」）とともに「経済産業大
臣賞」を受賞しました。NCチタンは、当社グループ技術開
発本部と素形材事業部門が材料開発し、機械事業部門

の持つ設備技術を融合し、トヨタ自動車とともに世界で
初めて量産化に成功したものです。今回の開発により、高
価な貴金属類を用いることなく、NCチタンの高い耐食性
と導電性により燃料電池スタックの小型・高性能化に寄
与するとともに、優れたプレス成形性を持つ表面処理済
みコイル提供によりセパレータ製造の飛躍的な生産性向
上に貢献することが可能となりました。
　NCチタンはすでに量産製造・出荷しており、2020年12
月より販売されているトヨタ自動車の燃料電池自動車 
「MIRAI」向け燃料電池セパレータ用材料として量産採用
されています。

　カーボンニュートラルの進展に伴って、産業界では
CCUSの実用化や再生可能エネルギーの拡大が予想され
ています。当社グループは機械系事業に加えて溶接事業を
はじめとした素材系事業でもエネルギー産業のカーボン
ニュートラルに貢献していきます。

溶接ソリューションでの取組み
①液化CO2貯蔵タンク
　CO2を回収し、再利用するには、液化し貯蔵するタン
クが必要になります。液化CO2貯蔵タンクには高張力鋼
の適用が検討されていますが、今後、極低温用鋼の適用
可能性も高まっています。これまで当社グループは、極低
温用鋼を適用した舶用燃料タンク向けに高能率なエレ
クトロスラグ溶接法の溶接材料・施工法の開発を進めて
おり、今後CO2貯蔵タンクに対しても、この開発技術を
展開できると考えています。

②洋上風力発電タワー
　洋上風力発電タワーの溶接では、特殊な溶接施工法
が用いられ、狭開先、高速溶接性、高じん性等の高品質
で高能率な技術が要求されます。当社グループでは溶接
材料と施工法の開発に着手し、実用化に取り組んでいま
す。特に、国内市場は、洋上風力発電の導入期にあり、発
電コストを低減するための溶接
施工の高能率化が求められてい
ます。高能率な施工法及び最適な
溶接材料の開発を進め、強みであ
る溶接ソリューション提案により
顧客価値を高めることで、溶接分
野から洋上風力発電を支え、
CO2削減に貢献します。
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燃料化製品

電力事業のカーボンニュートラルに向けた取組み CO2削減貢献に対する取組み

神戸発電所

貯蔵

（株）神鋼環境ソリューションの取組みは、P.62をご参照ください。

当社グループのCO2削減貢献実績は、P.69をご参照ください。

貯蔵

イントロダクション 価値創造ストーリー
中長期成長への
経営戦略と経営資源 コーポレートデータ経営基盤
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